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ユニークな研究をしている
先生を紹介します

最初はサルの鳴き声研究。
現在は子どもの心理学を研究しています

志澤 康弘 教授

動物が大好きな子どもでした。動物

と関わる仕事に就きたくて大学では

生物学を学び、大学院ではニホン

ザルの研究をしました。大学院修了

後はヒトとサルの違いから次第に

ヒトの子どもに興味が移り、3歳児

のうわさ話の研究、指さしや視線の

研究にも携わりました。

新谷 龍太朗 准教授

小学生の頃に家族でハワイに行き、

別の国の友達と遊ぶ楽しさを知り、

高校生のときに１年間アメリカ留学に

行きました。ホームステイをして現地の

高校に通う中で、アメリカの文化や

教育を学びました。社会人をしながら

大学院に通い、日本とアメリカの学校

の比較研究をするようになりました。

日米の学校比較や子どもの支援、
人権教育の研究に取り組んでいます

●【学部長】
 　松尾 光洋 教授…生活学 

●伊藤 紀美江 教授…英語学 ●齋藤 久美子 教授…保育学
●志澤 康弘 教授…発達心理学、行動生態学 ●清水 里美 教授…発達臨床心理学、学校臨床心理学
●中西 浩一 教授…教育学（英語） ●服部 建 教授…教育学（社会） 
●佐藤 有紀 准教授…幼児教育学 ●新谷 龍太朗 准教授…教育社会学 
●杉原 康子 准教授…発達心理学 ●野島 晃子 准教授…英語学 
●山田 陽子 准教授…教育学（音楽） ●赤松 みすづ 講師…幼児教育学
●ジラード・アーセン 講師…教育学（英語） ●野本 春美 講師…保育学
●内田 晋子 助教…スポーツ科学、臨床心理学 ●相楽 典子 助教…教育学（特別支援教育）
●中尾 真也 助教…教育学（算数） ●荷出 翠 助教…社会福祉学
●松井 奈都子 助教…音楽教育学（打楽器）

子ども教育学部の教員と専門分野

中学校でのフィールドワークを中心に研究をしています。学び合いの
深め方やしんどい状況にある子どもを支援する取り組み、人権教育
など、学校の取り組みの改善方法や学校と地域の協働について
研究してきました。また、教育改革が国内、海外でどのような影響を
与えているのかを調査する共同研究に参加し、アメリカの中学校でも
フィールドワークを行ってきました。現在は、多文化
共生教育、地域と協働したキャリア教育、日米の
非営利組織を中心とした子育て支援のあり方を
研究しています。

大学院ではニホンザルの鳴き声の研究をしていました。長期休暇は
ほとんどサルと過ごしていたので、ヒトの言葉を忘れてしまうと思う
ほどでした。卒業後は、ヒトのアカンボウや子どもに興味が移り、3歳児と
4歳児の会話の研究などをしました。4歳児は話していることがわかるの
ですが、3歳児は聞いている側には全くわからないことでもお構いなしに
話します。つまりヒトはまずは相手が理解していなくとも
会話するのです。このようにヒトのコミュニケーションの
生物学的な視点を取り入れて心理学や行動生態学に
関わる研究をしています。
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卒業研究

■キリスト教学　■英語Ⅰ・Ⅱ　■情報技術Ⅰ・Ⅱ　■体育理論　■体育実技　■日本国憲法　■ジェネリックスキルⅠ・Ⅱ基礎科目

■女性学　■人権と子ども　■乳幼児保育・教育の基礎　■伝統文化論（茶道）Ⅰ～Ⅷ教養展開科目

※掲載しているカリキュラムは一部です。

■保育原理　■教育原理　■教職論（幼・保）　■教職論（小・中）　

■心理学概論　■臨床心理学概論　■子ども学研究入門Ⅰ・Ⅱ　■子ども学専門演習Ⅰ～Ⅳ　

学部基幹
科目

■子どものメディア論　■子どもの生活空間　■子どもの遊び　■地域福祉論　■障害者福祉論

■スポーツ心理学　■対人心理学　■社会心理学　■異文化理解　■多文化共生論

専門発展
科目

■教育相談　■総合教育　■保育・教育の器楽Ⅰ～Ⅵ　■音楽基礎　■幼児と音楽Ⅰ・Ⅱ

子ども
教育科目

■ 教育実習a 　■ 教育実習b　■ 教育実習ｃ　■ 教育実習指導a 　■ 教育実習指導

■ 教職実践演習（幼・小・中）　■ 心理演習

■ 保育実習Ⅰa 　■ 保育実習Ⅰb 　■ 保育実習Ⅱ　■ 保育実習指導Ⅰa　■ 保育実習指導Ⅰb　■ 保育実習指導Ⅱ実習科目

■教育・学校心理学　■比較教育制度論　■特別支援教育論　■教育課程論　■幼児教育方法論　
■教育方法論（ICT活用を含む）

■心理関係行政論　■心理学的支援法　■福祉心理学　■心理演習

発達・教育
心理学科目

■心理学研究法　　■心理学統計法　■心理学実験Ⅰ・Ⅱ　■知覚・認知心理学　
■学習・言語心理学　■心理的アセスメント

■子どもの食と栄養　■子ども文化　■子どもと絵本Ⅰ・Ⅱ

乳幼児
保育科目 ■子ども家庭福祉　■子ども家庭支援論　■社会的養護Ⅰ・Ⅱ　■子ども家庭支援の心理学　

■幼児理解　■子どもの保健

■中学校英語指導法Ⅰ～Ⅳ　■学習指導の技術Ⅰ・Ⅱ

初等中等
教育科目

■教科国語　■教科社会　■教科理科　■教科生活　■教科音楽　■教科図画工作　
■教科家庭　■教科体育　■教科英語　■教科算数

■国語科教育法Ⅰ・Ⅱ　■社会科教育法Ⅰ・Ⅱ　■算数科教育法Ⅰ・Ⅱ　■理科教育法Ⅰ・Ⅱ　
■生活科教育法　■音楽科教育法

■海外の子どもと教育Ⅰ・Ⅱ　■実用英語Ⅰ～Ⅳ

■初級英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ　■中級英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ　■上級英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
英語教育
科目

■第二言語教育論　■英語学Ⅰ・Ⅱ　■Children's Literature  ■Children's Life in English  
■ Japanese Culture in English

■健康　■人間関係　■環境　■言葉　■表現　■保育内容総論　
■保育内容（健康）　■保育内容（人間関係）　■保育内容（環境）　■保育内容（言葉）　
■保育内容（造形表現）　■保育内容（表現活動）

（2022年3月8日現在）
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